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研究成果の概要（和文）：風洞実験により構造物に併設された足場の風力係数に及ぼす幅木の高さの影響を検討
した。構造物の風上側に足場を併設した場合の足場の風力と幅木の高さの関係は、幅木の高さが高くなるほど急
勾配になった。これらの結果を参考にして、構造物の風上側に足場を併設した場合の足場の風力の補正係数を提
案した。また、構造物の風上側の隅角部付近に足場を設置すると、構造物の隅角部で発生する剥離流の影響によ
り、足場の風力が大きくなることが分かった。　構造物の風下側に足場を併設した場合の足場の風力は、足場単
体の風力よりも小さかったので、足場単体の場合の足場の風力係数を計算しておけば、安全側の設計になると考
えられる。

研究成果の概要（英文）：The wind force acting on scaffolds equipped with baseboards was investigated
 by wind tunnel testing. On the scaffolds at the windward side of the tested building, the plot of 
the relationship between the wind force and the baseboard height reflected a steep curve as the 
baseboard height increased. From the results, we suggested the correction factor of the wind force 
of the scaffolds with baseboards at the windward side of the building. When the scaffolds set at 
wind ward side of building, the wind force of scaffolds is high because the separated flow acted on 
the scaffolds near the building edge. The wind force of the scaffolds put at leeward side of 
building is lower than that of the scaffolds only. In the construction site, using the wind force of
 the scaffolds only is to become a safety design.

研究分野： 建設安全
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１．研究開始当初の背景 
近年の建設業の労働災害において、最も災

害件数が多いのは墜落である。特に足場から
の墜落件数が多いことから、足場からの墜落
防止対策を強化するため、平成 21 年 3 月に
労働安全衛生規則が改正された。この改正に
より、足場に墜落防止用の手すりや幅木（物
の落下防止用の板材）、メッシュシートなど
を新たに設置することが義務付けられた。こ
こで本研究では、規則改正後の手すりや幅木、
メッシュシートなどを設置した足場を総称
して墜落防護工法とした。 
一方で、建設工事等で用いられている足場

は風の影響を受けやすく、強風により足場が
倒壊する災害が発生している。図 1 に示すの
は、強風で足場が倒壊した災害の様子であり、
一般歩行者が足場の下敷きになっている。 
建設現場等では、強風による足場の倒壊を

防止するため、足場を設置する際に、風荷重
に対する足場の強度を検討する必要がある。
建設現場等で使われている風荷重に対する
足場の設計指針には、足場を設置する際の足
場の強度に関する計算方法等が示されてい
る。しかし、現行の指針は従来の足場を対象
としているため、規則改正後の足場に対応し
ているかは不明である。規則改正後の足場を
用いて安全に作業をするためには、規則改正
後の足場の安全性を確認する必要があると
考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 風による足場の倒壊災害 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、強風による規則改正後の

足場の倒壊防止のため、規則改正後の足場に
作用する風力を検討することである。本研究
では、規則改正後の足場の中から幅木を設置
した足場の風力について検討した。 
平成 24～26 年度に行った研究では、風荷

重に対する規則改正後の足場の強度等の基
本的な性能を調べるため、主に風洞実験によ
り、幅木等を設置した単体の足場を対象にし
て、足場に作用する風力を検討した。これら
の結果より、足場単体の場合は、幅木の高さ
と風力の関係が比例になることが分かった。 

一方で、足場は建物に併設されて使用され
ることが多い。そこで、平成 27～29 年度に
行った本研究では、建物に併設された規則改
正後の足場に作用する風力について検討し
た。 

 
３．研究の方法 
風洞実験により、建物に併設された足場に

おける足場の風力と幅木の高さの関係を検
討した。風洞実験は労働安全衛生総合研究所
の閉鎖回流式風洞装置を用いて行った。風洞
実験の様子を図 2 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 風洞実験の様子 
 
実験は足場と建物の模型を用いて行った。

実験に用いた足場と建物の模型の寸法と設
置状況を図 3 と図 4 に示す。実験に用いた足
場は、建設工事で一般的に用いられている枠
幅 900mm のわく組足場である。模型の縮尺
は 1/10 であり、足場は風力の計測装置にのる
大きさ等を考慮して 3 層 1 スパンとした。幅
木は足場の 1～3 層の交差筋かい面(Y-Z 面)
の 1 面に設置した。足場は交差筋かい面(Y-Z
面)を風向と直角方向に設置し、建物に足場を
併設した。実験では、図 3 に示すように建物
の風上側に足場を併設した場合と、図 4 に示
すように建物の風下側に足場を併設した場
合について検討した。 
 足場に作用する風力は、図 5 に示すように
風洞床面下に設置された 6 分力天秤に足場を
固定して計測した。風速は、図 2 に示すよう
に天井から 550mm の位置に設置したピトー
管により計測し、風速 10m/s の一様流となる
ように設定した。建わくの脚柱の直径
（4.3mm）を物体の代表長さとしてレイノル
ズ数を計算すると、2.89×103 となる。このレ
イノルズ数の値における円柱周りの風の流
れは、層流から乱流への遷移領域になり、実
際の建設現場等とほぼ同じ風の流れになる。 
実験は、図 3 と図 4 に示す足場の中央と建物
の中央の間隔 D と幅木の高さをパラメータ
として行った。足場の中央と建物の中央の間
隔 D は 0～960mm とし、幅木の高さは 0～
170mm とした。 

足場模型

ピトー管

風

建物模型



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 足場の枠面（X－Z 面） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) 交差筋かい面（Y－Z 面） 
 

図 3 実験に用いた足場と建物 
（建物の風上側に足場を併設した場合） 
 

４．研究成果 
 風洞実験の結果より、建物に併設された足
場の風力に及ぼす幅木の高さの影響を検討
した。 
足場単体の場合の足場の風力と幅木の高

さの関係は比例であったが、建物の風上側に
足場を併設した場合の足場の風力と幅木の
高さの関係は、幅木の高さが高くなるほど急
勾配になった。これらの結果を参考にして、
建物の風上側に足場を併設した場合の足場
の風力の補正係数を提案した。また、建物の
風上側に足場を併設した場合は、建物の隅角
部付近に足場を設置すると、建物の隅角部で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 足場の枠面（X－Z 面） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b) 交差筋かい面（Y－Z 面） 
 

図 4 実験に用いた足場と建物 
（建物の風下側に足場を併設した場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 6 分力天秤に設置された足場 
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発生する剥離流の影響により、足場の風力が
大きくなることが分かった。 
 建物の風下側に足場を併設した場合の足
場の風力は、足場単体の風力よりも小さかっ
た。実際の建設現場等で足場を設置する場合
は、足場単体の場合の足場の風力を計算して
おけば、安全側の設計になると考えられる。 
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